
 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 宮本 誠一 

新年あけましておめでとうございます。 

皆さまにおかれましては、新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。 

旧年中は、格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 昨年は、新年早々から能登半島地震、羽田空港の日航機炎上等、波乱の幕開けとなりました。能登半島地震で

は津波、建物倒壊、土砂崩れ、大規模火災など数々の災害を引き起こし、多くの方々が被災されました。発生当

時はライフラインも寸断され、寒さに加え水や食料も不足、その後避難生活も長期化する中、能登地方では 9 月

にも大雨により「二重被災」とも言われる厳しい状況に直面することになり、未だ復興が追い付かない状況で、

厳しい環境での生活を余儀なくされています。またこれが若い世代の人口減少にも拍車をかけているようです。

私たちは自然災害の怖さと、防災、及びＢＣＰ事業継続計画の必要性、重要性をあらためて再認識させられまし

た。 

北部九州での南海トラフ地震による影響もリスクが高まっており、私たちは万が一の事態に備えた対応が必要

です。自身、ご家族の安全確保とともに、利用者さんの安全、安心の確保及び支援サービスの提供を継続させる

ため、ＢＣＰの運用の定着化を図ります。 

 その他にも昨年は色々な話題がありました。ドジャース大谷選手の結婚報道、50-50 等の素晴らしい快挙、横

浜ベイスターズがリーグ３位からの下克上で２６年ぶりの日本一、トランプ氏銃撃・大統領選に勝利、パリオリ

ンピックでの数々のドラマ、新ＮＩＳＡ、政治資金問題、闇バイト、等々話題が尽きません。 

そして法人内での出来事では、新型コロナウイルスがまたしても清浄学園内で感染拡大しました。新種の株の

感染力も強く、数日のうちに利用者さん、職員を合わせて数十名の方々が罹患しました。幸い感染者全員が軽症

で大事には至っていませんが、新型コロナが感染症法上５類に移行されたとは言え、まだまだ感染リスクは高い

ように思えます。 

又、昨年は清浄学園設立当初から入所されていた利用者さんが他界され、悲しみの中職員、利用者さんみんなで

ご冥福をお祈りしました。利用者さんにはいつまでも健康であって欲しいものです・・・。 

 一方では喜ばしい話題も豊富な年でした。スポーツでは九州地区親善球技大会でソフトバレーボールチームが

みごとに２連覇を果たしました。また、佐賀で開催された全国障がい者スポーツ大会でもボウリング、フライン

グディスクともに好成績を残しました。参加された選手、監督、コーチ、応援された方々も大変良く頑張りまし

た。当法人の利用者さん達がスポーツ活動を十分に楽しんで頂いたことは勿論、私たちにも大きな感動を与えて

くれました。その他行事等についても昨年は事業計画に沿って、開催することが出来ました。 

秋まつりでは規模は縮小しましたが、職員の皆さんの創意工夫で盛大に開催することが出来、利用者の皆さんに

も大変喜んで頂けました。また、１泊旅行や選択行事等もほぼ計画通りに推進することが出来ました。何よりも

利用者さんの明るい笑顔、喜ぶ姿が見られたことを大変嬉しく思います。その他にも昨年は法人で新しい取組み

である海外から技能実習生 2 名（チャンさん、フオンさん）を受け入れました。２人とも清浄学園の厨房で大変

良く頑張ってくれています。皆様の温かいご指導を頂ければ幸いです。 

 ２０２５年の干支は「巳」年です。「十干十二支（じっかんじゅうにし）」では「乙巳（きのと・み）」となり

ます。「乙巳」は「発展と再生を意味し、努力が実を結ぶ勢いある成長の年」となると言われています。課

題解決に向け、取組む姿勢が重要であり、着実に前進していくことで必

ず成果が実を結びます。 

２０２５年はこれまでの課題に対し、やるべきことを着実に実行し、

成果に繋げる年にしたいと思います。全職員一丸となって取組んでまいり

ます。皆様の絶大なるご支援とご協力をよろしくお願い致します。 

本年がご利用者様、ご家族様、そして職員の皆様にとって最良の１年であ

ることを心より祈念して、年頭のご挨拶とさせて頂きます。 

社会福祉法人 愛光会 理事長 宮本 誠一     清浄学園 統括施設長 橋本 忠輝 

〒820-0201 嘉麻市漆生 1062-7   TEL0948-42-4350   FAX 0948-42-1023 

E-mail:seijyo77@eagle.ocn.ne.jp     http://www.aikoukai-seijyo.com/ 
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愛光会 理事長 新年のご挨拶 



家族会会長 藤野 優子 

あけましておめでとうございます。 

 昨年家族会においては、会則の改正と 20 年間家族会を率いてくださった原田前会長のご退任による役員の交

代があり変化の年となりました。家族会の皆様、愛光会の皆様には再出発した家族会活動にご理解とご協力をい

ただき深く感謝申し上げます。 

会長の役を引き継いで半年が過ぎました。原田会長の大きさから自分が会長の役を務めて大丈夫なのだろうか

という不安を抱えてのスタートでした。その不安はずっと続くと思いますが、皆様のご協力をいただきながら、

一会員として自分の子どもが愛光会のどの施設の利用者であっても納得ができる活動を行っていきたいと思って

います。 

この間の活動のご報告としていたしましては７月に、改正後の会則に再度検討しなければならない箇所が見つ

かったため、原田顧問と電話で協議を行い、副会長の服部さんと資料作りをし、それを役員に送付してしっかり

と考えてもらい、11 月 30 日の定例の役員会で他の検討事項と合わせて協議を行いました。皆様には総会にて再

度の会則改正の決議となりますがどうぞよろしくお願いいたします。この役員会においては協議の前に宮本理事

長をはじめ各施設長、畠中事務部長にご出席をいただき現況についてお話を伺うことができましたが、今後ご出

席をお願いする際には事前にお話し頂きたいことを伝えて、より意義のある役員会にしていきたいと思います。

その後 12 月 9 日に清浄学園を訪問して役員会の内容のご報告をするとともに、

ご意見を伺いました。その中で、2014 年から 2019 年に８回行われた交流会の

再開について宮本理事長から賛成のご意見を頂きました。これから、参加した

方に喜んでいただける交流会を目指して進めていきたいと思います。 

 昨年は総会の日に５年ぶりの作業場見学ができました。各作業場を回るとど

こも利用者の皆さんはコロナ前と変わりなくいきいきと作業をしてありまし

た。その姿からコロナ渦を乗り越えた利用者の皆さんの逞しさを感じるととも

に、愛光会の職員の皆様の、言葉では言い尽くせない大変なご苦労があったこ

とを覚え、改めて感謝を致しました。 

今年も昨年に続きいつものお正月を迎えることができました。 

 ２０２５年が皆様にとって良き年となりますよう祈念し新年の挨拶とさせて

いただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

統括施設長 橋本 忠輝 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

新たな年の初めを迎え、皆さまには健やかにお過ごしのことと、お慶び申し上げます。 

常日頃より当園の活動に関しましてご協力を頂き、感謝申し上げます。 

さて、昨年を振り返りますと、当園のモットーでもあります「よく遊び、よく働く」をより活発に実現できた年

ではなかったかとおもいます。バスハイクに始まり、大分・佐賀への一泊旅行、選択行事では野球観戦や博多座

での吉本新喜劇、ショッピング等々、そして暮れには忘年会と。また、スポーツ大会にも積極的に参加し、ソフ

トバレーボールでは九州大会で見事優勝（2年連続）。全国障がい者スポーツ大会に福岡県代表で 4名（ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞ

ｨｽｸ 3 名・ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ 1 名）選出され大活躍！と利用者様と一緒になって、楽しみ合えた一年でした。 それに、特

別支援学校様や他団体様からの施設見学や、実習生の受入等も行うことが出来 

ました。ただ当園開所時から利用されていた方とのお別れ、これにはこたえまし

た。みんなで悲しみお別れをし、故人との色々な思いは忘れず進んでいっている

ところです。 

今年の干支は、乙巳（きのとみ）「努力を重ね、物事を安定させていく」とい

う意味合いを持つ年だそうです。当園の強みはアットホームな雰囲気だと思って

います。利用者様と職員とのお互いの距離が近く、寄り添え合える関係を築いて

いく努力を重ねていき、そして利用者様と一緒に生活（暮らし）を楽しみ、時に

は一緒に悩み悲しみ、日々共に成長していける学園を目指し努力を重ねていきま

す。みんなの笑顔あふれる 2025 年にしたいものです。 

最後になりましたが、皆さまのご健勝・ご多幸を祈念して新年のあいさつとさ

せて頂きます。本年もよろしくお願い致します。

統括施設長 新年のご挨拶 

家族会会長 新年のご挨拶 

 

 

 



セルプ清浄・シヅキ福祉工場施設長 森 浩二 

新年あけましておめでとうございます。 

旧年中は、多大なる御厚情を賜り、心より御礼申し上げます。 

2024年は、石川県能登半島地震（1月 1日）、羽田空港日航機炎上（1月 2日）に始まり各地での地震、水害、

猛暑、各種感染症と日本列島を震撼させる出来事が多く見られました。  

災害でお亡くなりになられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

 一方で箱根駅伝 100回大会での青山学院大学V、パリ五輪の日本最多メダル、大阪国際マラソンでの前田選手

の女子日本新記録達成、大谷選手の 54 本塁打、59 盗塁の偉業達成、そして番外編ではありますが、飯塚山笠で

は菰田流れが 2 連覇達成と明るい「達成」したニュースも話題となった一年間でした。 

 そのような状況下ではありましたが、セルプ清浄・シヅキ福祉工場の利用者様は日々日中活動である各種作

業に励み、協同して取り組んでいただきました。 

 セルプ清浄におきましては、大手メーカー様による変わらぬ安定した自動車部品の受注量を保っており、今

年 4 月からは受注が更に上向き傾向にあります。  

シヅキ福祉工場につきましても、取引先である九州指月様のお力添えもあり安定した生産量になっております。

これも、利用者様の努力があっての事だと日々感謝しています。 又、利用者様のスポーツ部門においては福岡県

障がい者バレーボール大会にて愛光会女子バレーボールチームが優勝し輝かしい成績を残し、指導にあたった支

援員と共に歓喜を分かち合いました。  

2024年のスポーツと言えばやはりこの方、大リーグでさらに偉業を達成した

大谷選手ですね。すごいことは皆様もご承知のとおりです。その一方で私の印

象に残っているのは、パリ五輪の阿部兄妹。世間は「絶対に兄妹優勝」とメデ

ィア等で大いに盛り上がっていましたが、結果は「明」と「暗」に分れ、妹の

詩選手が破れて号泣した場面はまだ脳裏に残っています。私達支援員にも「絶

対」はありませんが、それに近づけるよう日々努力が必要だと考えさせられた

一戦でした。 

新しい施設が出来れば潰れる厳しい時代ですが、よりよい支援と施設作りを

目指し、レベルアップしなければなりません。スタッフ一同妥協すること無

く、日々精進してまいりますので今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致し

ます。 

 今年も皆様のご健康とご多幸を心からお祈り申し上げます。 

支援員 小宮 英司 

１１月２日～３日にかけ、皆さんが待ちに待った長崎一泊旅行に行ってまいりました。 

出発時にはあいにくの雨でしたが皆さんの願いが届いたのか長崎に着く頃には雨も上がっており、長崎を満喫す

ることが出来ました。 

初日は平和祈念公園と出島を観光しました。 

平和祈念公園では、戦争が残酷な事・平和への大切さを改めて痛感されている様子でした。夜の宴会では、久し

ぶりのカラオケもあり、大盛り上がりでした。それぞれの部屋に戻り、２次会が開かれた部屋も早めに就寝され

る部屋も…笑 

旅館にて初日の疲れを取って２日目は、ハウステンボス。 

人出が多く人気のアトラクションにはかなりの行列でした。入れたアトラクションでは、皆さん笑顔で楽しい時

間を過ごすことが出来ました。 

今後も福祉工場全員でお互い協力しあって作業を頑張り、次の行事を楽しみにしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルプ清浄・シヅキ福祉工場施設長 新年のご挨拶 

  

 

 

シヅキ福祉工場 旅行 



支援課長 大力 智司 

清浄学園の生活介護サービスをご利用いただいている方を対象に訪問リハビリテーションのサービスを開始す

ることになりました。 

専門の理学療法士の方が、月二回学園に来られ、順番に ADL（日常生活動作）など身体能力の観察や軽い運

動やマッサージなどを行い、利用者の方々への直接的支援と、職員への助言などを行っていただきます。利用者

さんの健康維持の為に役立てていけるよう活用していきたいと思います。 

 

 
11月 6日より清浄学園にて勤務を始めました。3月のチャンさんに続き、2人目

のベトナムからの技能実習生の“グエン・ティ・フオン”さんです。とても熱心

に日本語を習得しようと、頑張っています。また厨房業務においても、わからな

いことは先輩方に尋ね、努力されています。 

ベトナムでは四季が無いため、先日は紅葉狩りに出かけました。珍しい様子だ

ったようで、チャンさん・フオンさん共に喜ばれており、楽しそうに落ち葉を拾

ったりされていました。（ちなみに次の楽しみは雪だそうです★） 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

左：チャンさん 右：フオンさん 

 支援員 髙松 智子 
１２月６日（金）、宗像ユリックスにて日産労連 NPO センター「ゆうらい

ふ２１」主催による劇団四季『ふたりのロッテ』クリスマスチャリティーコ

ンサートを観劇してきました。 

 劇団四季の皆様が踊る本場のダンス、そして伸びやかで心に染み渡る歌に

終始感動♡ 

参加された皆様も、目をキラキラさせていました。 

今回、このような機会を頂きました、日産労連 NPO センター「ゆうらいふ２

１」の皆様、ありがとうございました。 

 

 

・１１月に行った健康診断の結果が戻ってきています。再検査が必要となった方は、順次受診となります。 

・１１月～１２月にかけて、各作業場・各施設で忘年会を実施し、皆さん楽しまれていました★ 

 

・年末年始、帰省される利用者の方は外出の機会が多くなることと思います。インフルエンザに加え、新型コロ

ナウイルスもまだまだ流行しているようです。感染症対策（手洗い・うがい）を行い、元気な利用者の皆様と新

年にお会いできることを楽しみにしています。 

 

訪問リハビリが開始されました！ 

 

★新人紹介★ 

 

チャリティーコンサートに行ってきました！ 

 

お知らせコーナー 

 


